
【取組内容】 プログラミングを学ぶ

印西市立印西中学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

中学校技術科 第２学年：思い通りにロボットを制御しよう（ロボットでサッカーの試合をする）

学習の流れ

授業時数 学習の内容

１～４
・コンピュータによる処理の仕組みを学ぶ
・プログラミング学習用の教材があるインターネットサ
イトを活用し、プログラミングの基本を学ぶ

５～７

・２人１組でロボットの操作を学ぶ
・ロボットがサッカーをするための計測・制御プログラ
ムを作成する
・変数を利用したプログラムを組み立て、動作の確認や
デバッグを行う

８

・ロボットを操作してサッカーの試合をする
・相手のロボットの動き、試合結果をふまえて反省点を
ペアで話し合う
・よりシュートの精度を高めるために、プログラムの改
善を行う
・同じ対戦相手と二試合目を行う

★実際にロボットを動かすことで、基本的な制御技術やプロ
グラミングを体験しながら学べた。

★「学習ポートフォリオ」を毎時間記入することにより、身
につけたプログラミング的思考を客観視することができた。



【取組内容】 シンキングツールを活用して自身の思考を整理する

印西市立印西中学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

中学校英語科 第２学年：Project My Dream（将来の夢や目標について英語でスピーチしよう）

学習の流れ

時数 学習の内容

１

・既習事項の確認
・著名人のスピーチを見たり、その原稿を読んだり
することでスピーチの「構成」を学ぶ

２～４

・学習支援ソフトのシンキングツール（フィッシュ
ボーン図）を使用し、スピーチの軸を決める
・シンキングツール（ウェビングマップ）を使用し、
原稿の内容を膨らませる
・シンキングツールの内容をもとに原稿にまとめる
・発表に必要な資料を作成する

５ ・発表練習をする

６
・グループごとにプレ発表会を行う
・コメントやアドバイス、評価を入力する

７ ・プレ発表会をふまえて発表練習をする

8～10
・全体発表
・他者評価、自己評価を行う

★「シンキングツール」を利用することで、自身の思考の整理の仕方を学ぶことができた。
★「振り返りシート」を全体に共有したことで、他者からの評価やアドバイスを即時知ることができ、す
ぐに原稿の修正や発表練習に活かすことができた。



【取組内容】 面談の希望日時を「googleフォーム」と「スプレッドシート」で集計する

印西市立印西中学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

校務改善：ペーパーレス化を図るとともに、集計を楽にすることで担任の負担を軽減する

↑ 従来の面談希望表

学級全員の用紙を回収することが大
変だった。また、用紙１枚１枚をめく
りながら集計していくことにも結構な
手間と時間が必要だった。

↑ 面談希望のgoogleフォーム

従来用紙で行っていたものを、
googleフォームで入力してもらっ
た。フォームへのリンクはスクー
ルメール等で共有した。

↑ スプレッドシートで集計

フォームの回答をスプレッドシート
に反映し、集計の手間を省いた。希望
を一覧で見られるため集計作業が楽に
なった。

★プリントの管理や手紙の提出に課題を抱える生徒にとっても有意義な実践だった。
★用紙の回収、集計作業が簡易的に行えたことで勤務時間の削減につながった。
★googleフォームを活用することで紙の消費を大幅に減らすことができた。



【取組内容】 スプレッドシートを活用した毎月の安全点検

印西市立印西中学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

校務改善：ペーパーレス化を図るとともに、入力と集計を楽にすることで職員の負担を軽減する

（上）：従来の用紙での安全点検簿
（右上）：今年度のスプレッドシートでの安全点検簿
（右）：次年度活用予定の安全点検簿

以前は点検箇所１つにつき１枚の用紙があり、
全ての項目に手書きで評価を記入し「印」を押
していた。スプレッドシートは本校に配置され
ているICT支援員の協力のもと作成。各自が入力
したデータは一覧表にまとまるようになってお
り、安全担当が最後に印刷して保管している。
昨年度から運用をはじめており、毎年修正を
加えながら継続して活用している。

★点検作業、集計作業を効率よく行うことができ、勤務時間の削減につながった。
★スプレッドシートを活用することで、紙の消費を大幅に減らすことができた。
★これを活用することで、職員がスプレッドシートの使い方について学ぶことにもつながっている。



【取組内容】 職員室内のTVを活用した連絡事項の共有

印西市立印西中学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

校務改善：打ち合わせに費やす時間を短縮し、生徒に向き合う時間を増やす。

以前は、連絡事項があった際には机上に用紙が配付されていたり、朝の職員打ち合わせの時間に口頭で共有されたりしてい
た。特に朝の職員打ち合わせでは、連絡事項が多い際には時間がかかってしまい、生徒の登校の様子を見守ることができない、
職員がつかない状態で生徒の活動がスタートしてしまうことなどが多々あった。
そこで、緊急性がないものや口頭でなくても良いものについては、スプレッドシートに入力してモニターに映しておくこと
にした。これによって各職員は、自身の時間に余裕のある時に連絡事項を確認できるようになった。

↑ スプレッドシートの入力画面

← TVへの表示

その日の分の連絡
のみが表示されるよ
うに設定されている。

職員室内のTVの位置 →

職員室の入口付近・
上部にTVがあるため、
出入りの際などに目に
する機会も多い。

★他の職員に何か連絡があった際に、自分のタイミングで連絡を行えるようになった。
★連絡や打ち合わせの時間が短縮され、生徒とともに過ごせる時間が増えた。



【取組内容】 自宅からでもできる双方向的なやり取り

印西市立印西中学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-6

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

端末の日常的な持ち帰りによる学習機会の保障と職員の働き方の変化

職員においては、自身もしくは家族の体調不良等で急遽欠勤しなければならなくなった際、従来であればワーク等を自習課
題として出したり、他教科の授業に振り替えたりした。
生徒においては、学習をできる体調ではあるが感染症等に罹患しておりやむを得ず登校できない場合も、自宅にあるもので
自習をするか安静にしているかしかなかった。
しかし、クラウド環境を活用することで自宅にいながらでも課題の双方向的なやり取りができるようになった。

← 授業者の家族の体調不良により欠勤した際の
課題の提示

写真左は、googleクラスルームのストリームに
おいて課題や学習の流れを説明したもの。写真
右は、学習支援ソフトを使用して生徒へ自習課
題を送付したもの。どちらも授業者は自宅から
送信している。ワーク等の単純な自習ではなく、
授業に繋がる課題を提示できている。

← 授業へのリモート参加

各教室に１台、リモート用のChromebookを配
置している。感染症を中心にやむを得ず出席で
きないが、学習に参加できる状態の生徒はリ
モートで授業に参加している。写真左は、国語
科のビブリオバトルにリモートで参加している。
写真右は、社会科の授業における話し合いにリ
モートで参加している。

★生徒にとっても職員にとっても、いつでも、どこでも学習を提供したり参加したりすることができた。



【取組内容】 生徒が主体的に情報を収集する、発信する

印西市立印西中学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-7

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

生徒会活動（本部役員の活動や委員会活動）におけるGIGA環境の活用

生徒が情報活用能力を身につける、またその力を活用する場面は授業場面以外にも作れる。本校では生徒会活動でも積極的
にGIGA環境を活用しており、生徒は主体的に情報の収集や発信に努めている。

↑ 本部役員がつくる「意見箱」

全校生徒の声を拾うために、
googleフォームを活用。フォーム
を利用してもらうために、参加型
のイベントなども実施している。

← 本部役員が制作した「生徒会新聞」

デザインプラットフォームを活用し、
１カ月に１回ほどのペースで制作して
いる。記事の内容の選定、取材、デザ
インから打ち込みまで制作の全てを自
分たちで行っており、職員は誤字・脱
字の点検程度。豊富なテンプレートが
あるため、毎号デザインを変えるこだ
わりを見せている。「意見箱」で収集
した意見や企画のまとめなどもこちら
で掲載している。

← 委員会活動や全校協議会
での「会議録」

学習支援ツールを活用して
「会議録」もデジタル化して
いる。これによって時間を短
縮しつつ、資料の即時提出や
即時共有などを実現している。



【取組内容】 生徒が主体的に情報を収集する、発信する

印西市立印西中学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-7

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

← 健康委員が制作した「新聞」

生徒自身が「発行したい」という旨を申し出て、
今年度より発行がスタートした新聞。熱中症や感
染症予防に関する知識など、健康に生活を送るた
めの情報を生徒自身が収集し、まとめている。デ
ザインプラットフォームを活用して作成しており、
月に１回程度発行されている。

↑ 広報委員の様々な取り組み

写真左上は「給食時に流してほ
しい曲」をフォームで募集してい
る様子。写真右上はドキュメント
で作成した「謎解き」、写真下は
自分たちで更新しているHPの記事。

← 学習委員がつくる「予想問題」

定期テスト前には、学習委員会に所
属する生徒が予想問題を作成している。
以前は紙で作っていた予想問題も、本
年度よりChromebookを活用して作成し
ている。ドキュメントで作る生徒が多
いが、数学の図形の問題などはデザイ
ンプラットフォームを活用してつくる
など、作りたい問題や形式に合わせて
生徒自らが考えてアプリ等を使い分け
ている。
作成したものはPDFデータにし、クラ

スルームで共有、各自が定期テスト前
に取り組むようになっている。

★生徒が主体となってICTやGIGA環境を活用することで、生徒会活動が昨年度よりも活発化している。



【取組内容】 これまでの学びにICTをかけ合わせ、より有意義な活動にする

印西市立印西中学校（千葉県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式Ⅰ-8

本校の特別支援学級生徒は、年末に近隣
のショッピングモールにて販売会を行っている。販
売会では、生徒が自ら育て、収穫した「ヘチマ」
や「ひょうたん」を活用した商品、ミサンガ、缶
バッジ、アイロンビーズ商品など、年度はじめから
時間をかけて作ってきた様々なものを扱っている。
また、保護者面談の際には保護者対象の販
売会や通常級の生徒向けの校内販売会を
行ったりすることで、販売会に向けた練習をして
いる。
この販売会は、生徒にとっては1年間の学習
の総まとめとも言えるが、それを更に有意義なも
のにするためにChromebookを有効活用して
いる。
「缶バッジ」の商品は、Googleの「描画キャン
パス」を使って生徒が一からデザインした。
販売会中には、著作権フリーのサイトからダウ
ンロードした音楽を、技術科で作成した
Bluetoothスピーカーに接続してBGMとして再
生した。
販売を行うにあたってはレジアプリをダウンロー
ドし、販売の記録も行った。このレジアプリについ
ては、数学の授業中にも活用し、お金のやり取
り等、生徒のこれからの人生で必要な学びを得
ることができた。

特別支援教育：ショッピングモールで販売会を実施する

★どの生徒も簡単に扱うことができ、様々な操作方法や活用方法を学びながら販売会を成功させることができた。


